






























































年から 1908 年），「柳誌」と呼ばれる川柳の同人誌，岸本水府らの『番傘』（1912 年より現在も継


















『べ平連ニュース』（1965 年から 1974 年）を発行した。また，各地の地域べ平連によって，100 種
類近いミニコミが発行されている（丸山 1985a：85-87）。ベ平連以降，米軍基地内で起こった反戦





































































　2016 年 5 月現在，4,667 ファイルが目録化され，そのうち 3,775 ファイル分の目録が環境アーカ
イブズのウェブページに公開されている（６）。現在は，目録が公開されているミニコミ資料を保存す


















































































　「ブーゲンビリア」は，「内田絵子と女性の医療を考える会」によって 1998 年 3 月に創刊された。















（１１）　ただし，2001 年と 2002 年は，毎月発行されている。
34 大原社会問題研究所雑誌　№694／2016.8
（1996）として出版し，後に『おっぱいが二つほしい　私が選ぶ乳房再建』（2001）を出版した（１２）。
































みを切除する「非定型的乳房切除」が 1990 年代まで行われていた。なお，内田が手術を受けた 1994 年当時，前者
の療法を取る場合は少なくなっている。
（１４）　国立がん研究センターがん対策情報センターが提供している「がん情報サービス」によれば，1998 年から










数 分類 タイトル 発行年月日 備考
通し番号　0042-0117
1 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 第二回学習会のお知らせ
2 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 第二回学習会の資料




5 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 設立趣意書およびご寄付のお願い
6 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 1 21 世紀の医療ルネッサンス　乳がん治療 1998.09 読売新聞の記事のコピー 
7 チラシ 内田絵子の講演会のご案内
8 会報 ブーゲンビリア創刊号 1998.03. 07
9 会報 ブーゲンビリア 5 月号 1998.05. 07 号数表記なし。発行年月日より2 号と思われる
10 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 2 乳房再建とは 1998.11
11 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 一周年記念講演会 講演者 俵萌子
12 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 第四回学習会のお知らせ
13 会報 ブーゲンビリア 3 号 1998.07. 07
14 会報 ブーゲンビリア 4 号 1998.09. 07
15 会報 ブーゲンビリア 5 号 1998.11. 07
16 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 3 乳ガンを学ぶ 1999.01
17 ポスター 内田絵子と女性の医療を考える会 一周年記念講演会
18 チラシ 第 12 回『節薫の会』のご案内 「節薫の会」との共催企画。講師は俵萌子
19 会報 ブーゲンビリア 6 号 1999.01. 07 一周年記念特別号
20 会報 ブーゲンビリア 7 号 1999.02. 07 俵萌子先生 一周年記念講演会特集号
21 会報 ブーゲンビリア 8 号 1999.03. 07 台北講演会記念号
22 会報 ブーゲンビリア 10 号 1999.07. 07





24 会報 ブーゲンビリア 11 号 1999.09. 07
25 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 4 乳ガンとは 1999.10
26 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 第 10 回学習会のお知らせ
27 会報 ブーゲンビリア 12 号 1999.11. 07
28 会報 ブーゲンビリア 13 号 2000.01. 07
29 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 5 乳ガンの治療 2000.03
通し番号　0042-1791
30 会報 ブーゲンビリア 14 号 2000.03. 07
31 会報 ブーゲンビリア 15 号 2000.05. 07
32 会報 会報誌ブーゲンビリア ご案内版 向き合って，あなたと乳がん 第 2 版 2000.05
33 チラシ 内田絵子と女性の医療を考える会 第 13 回学習会のお知らせ
34 会報 ブーゲンビリア 16 号 2000.07. 07
35 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 9 ガン情報，何を信じたらよいのか？ 2000.08
36 チラシ 国際ソロプチミスト立川　内田絵子講演会
37 会報 ブーゲンビリア 17 号 2000.09. 07
38 会報 ブーゲンビリア 18 号 2000.11. 07
39 会報 ブーゲンビリア 19 号 2001.01. 01
40 会報 ブーゲンビリア 20 号 2001.02. 01
41 会報 ブーゲンビリア 21 号 2001.03. 01
42 会報 ブーゲンビリア号外 2001.04. 01
43 会報 ブーゲンビリア 22 号 2001.04. 01
44 会報 ブーゲンビリア 23 号 2001.05. 01
45 会報 ブーゲンビリア 24 号 2001.06. 01
46 会報 ブーゲンビリア 25 号 2001.07. 01
47 資料集 内田絵子と女性の医療を考える会 資料 10 更年期と骨について 2001.07
48 会報 会報誌ブーゲンビリア ご案内版 向き合って，あなたと乳がん 第 3 版 2001.08
49 会報 ブーゲンビリア 26 号 2001.08. 01
50 会報 ブーゲンビリア 27 号 2001.09. 01
51 会報 ブーゲンビリア 28 号 2001.10. 01
52 会報 ブーゲンビリア 29 号 2001.11. 01
53 会報 ブーゲンビリア 30 号 2001.12. 01
54 会報 ブーゲンビリア 31 号 2002.01. 01
55 チラシ 第 21 回勉強会のお知らせ
56 チラシ 「絵子の会」設立 5 周年記念 第 1 回シンポジウム & 親睦会のご案内
57 会報 ブーゲンビリア ボランティア特集号 2002.03. 01 号数表記なし。発行年月日より32 号と思われる




















































考察してみよう。この「絵子のティータイム」は，のちに連載化され，2015 年 3 月号（通巻 191）
まで続くことになる。創刊号から 33 号までのうち，この連載があるのは，10 号から 12 号，14 号

























（２０）　社会学者の G. H. ミードによれば，自己とは「実体というより，身振り会話が生物体の内部に内面化されてき









































内田絵子（2009）「オバサン力で変えちゃおう！がん医療」『月刊がんサポート』1 月号 -12 月号。






作田啓一（2010）『ルソー 市民と個人』白水 U ブックス。
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